
９
月
14
日
（
土
）
に
愛
知
地

本
は
第
52
回
定
期
大
会
を
労
働

会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

執
行
委
員
長
の
挨
拶
か
ら
、

24
年
度
は
、
労
働
相
談
な
ど
か

ら
14
名
を
新
規
加
盟
と
し
て
迎

え
入
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

来
賓
と
し
て
全
国
一
般
中
央

本
部
か
ら
門
田
中
執
お
よ
び
愛

労
連
か
ら
谷
藤
副
議
長
を
招
き
、

そ
の
挨
拶
の
中
で
、
22
億
円
に

も
上
る
企
業
献
金
と
偏
っ
た
政

治
へ
の
問
題
提
起
、
法
律
や
社

会
の
変
化
の
必
要
性
の
訴
え
な

ど
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

単
組
か
ら
の
報
告
で
、
ナ
ト

コ
労
組
か
ら
今
期
１
名
の
新
規

加
入
が
あ
っ
た
こ
と
も
報
告
さ

れ
、
明
る
い
話
題
が
提
供
さ
れ

ま
し
た
。
小
牧
基
地
の
近
辺
で

は
平
和
を
脅
か
す
事
態
が
身
近

に
迫
っ
て
い
る
こ
と
も
報
告
さ

れ
、
賃
金
や
労
働
条
件
の
向
上

と
と
も
に
、
平
和
を
守
る
活
動

の
大
切
さ
へ
の
気
付
き
も
得
ら

れ
ま
し
た
。
今
ま
さ
に
雇
用
主

と
の
交
渉
が
継
続
し
て
い
る
組

合
員
や
、
執
行
部
の
協
力
に
よ

り
労
働
審
判
を
終
え
た
方
の
報

告
、
近
く
結
成
さ
れ
る
名
古
屋

労
連
へ
の
結
集
と
い
っ
た
課
題
、

ま
と
め
の
中
で
は
、
学
習
を
続

け
対
話
を
継
続
し
、
仲
間
ふ
や

し
に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
こ
と

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

地
本
共
済
会
か
ら
の
報
告
で

は
、
楽
し
く
い
ち
ご
狩
り
が
で

き
た
こ
と
、
共
済
か
ら
の
給
付

金
が
あ
り
生
活
が
助
か
っ
た
事

例
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
25

年
度
へ
向
け
て
、
暮
ら
し
や
す

い
社
会
の
実
現
へ
向
け
て
ガ
ン

バ
ロ
ー
と
大
会
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

（
記

地
本
書
記
長
）

＝

今
年
度
選
出
新
役
員＝

執
行
委
員
長

煤
本
國
治

副
執
行
委
員
長

村
井
真
一

書

記

長

恒
川
義
朗

財
政
担
当

金
川
佳
生

執
行
委
員

今
村
光
重

氏
家
茂
樹

小
林
健
太
郎

熊
澤
澄
子

会
計
監
査

浅
見
忠
夫

土
井
英
夫

８
月
24
日
・
25
日
に
全
労
連
・

全
国
一
般
労
働
組
合
の
第
36
回

定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
放
射
能
汚
染
で
大

き
な
被
害
を
受
け
た
地
域
の
復

興
状
況
も
視
察
し
、
支
援
を
継

続
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
で
福

島
県
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

愛
知
か
ら
は
、
中
央
執
行
委
員

で
あ
る
書
記
長
と
代
議
員
２
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

初
日
に
全
て
の
議
案
を
集
中

審
議
す
る
と
い
う
ハ
ー
ド
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
が
午
後
７
時

に
全
て
の
議
案
を
採
択
。

討
論
で
は
22
名
の
代
議
員
か

ら
発
言
が
あ
り
、
愛
知
か
ら
は

日
本
ア
ク
リ
ル
支
部
争
議
の
現

状
報
告
を
煤
本
氏
が
行
い
、
争

議
は
都
労
委
で
の
闘
い
に
移
っ
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て
い
る
の
で
引
き
続
き
の
支
援

を
訴
え
ま
し
た
。
大
阪
か
ら
は

民
医
連
の
職
場
で
週
20
時
間
以

上
の
短
時
間
雇
用
労
働
者
も
対

象
に
組
織
化
し
千
二
百
名
か
ら

千
四
百
名
に
組
織
拡
大
を
し
た
。

茨
城
か
ら
は
大
津
漁
港
の
解
雇

等
事
件
で
全
面
勝
利
の
判
決
を

勝
ち
と
っ
た
。
神
奈
川
か
ら
は

春
闘
前
段
で
各
職
場
に
激
励
訪

問
を
し
た
。
あ
る
職
場
で
は
一

万
四
千
七
百
円
の
賃
上
げ
を
実

現
し
た
。
ま
た
、
広
島
か
ら
は

執
行
委
員
全
員
が
「
わ
く
わ
く

講
座
」
を
受
講
し
た
。
東
京
地

本
か
ら
は
空
港
受
付
サ
ー
ビ
ス

業
務
を
し
て
い
る
労
働
者
２
名

を
組
織
化
し
た
と
の
報
告
が
あ

り
、
愛
知
地
本
で
も
セ
ン
ト
レ

ア
空
港
に
就
職
し
組
合
加
入
し

た
方
が
見
え
る
の
で
、
今
後
は

情
報
交
換
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

二
日
目
の
25
日
は
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
２
台
に
分
乗
し
て
樽
葉
町

の
宝
鏡
寺
に
併
設
し
て
あ
る

「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
・
ビ

キ
ニ
・
フ
ク
シ
マ
：
伝
言
館
」

を
訪
問
。

「
伝
言
館
」
は
福
島
第
一
原
発

事
故
の
惨
禍
と
教
訓
を
伝
え
る

資
料
館
で
す
。
宝
鏡
寺
の
故
早

川
住
職
は
、
長
年
原
子
力
発
電

所
の
危
険
性
を
指
摘
し
、
反
対

闘
争
に
身
を
投
じ
、
２
０
１
１

年
の
原
発
事
故
で
、
自
分
の
考

え
が
正
し
か
っ
た
と
確
信
。
東

京
電
力
を
相
手
に
２
０
１
２
年

に
提
訴
し
た
「
福
島
原
発
避
難

者
訴
訟
」
で
は
原
告
団
長
を
務

め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
０
２

０
年
に
私
費
で
「
伝
言
館
」
を

建
設
し
、
半
世
紀
に
わ
た
る
闘

争
資
料
の
他
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ

ガ
サ
キ
・
ビ
キ
ニ
な
ど
の
資
料

が
多
数
保
存
・
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

私
た
ち
は
そ
こ
で
、
展
示
物

を
見
た
り
、
講
話
を
聞
き
ま
し

た
。
そ
こ
に
展
示
し
て
あ
っ
た
、

原
発
反
対
派
を
揶
揄
す
る
「
原

子
力
の
日
」
の
原
発
推
進
ポ
ス

タ
ー
（
左
上
）
が
こ
れ
で
す
。

当
時
の
化
学
技
術
長
長
官
は

「
原
子
力
を
恐
れ
る
者
は
火
を

恐
れ
る
野
獣
の
ご
と
し
」
と
言
っ

て
い
た
と
の
こ
と
。

そ
の
後
、
浪
江
町
に
移
動
。

あ
い
に
く
の
雨
で
バ
ス
か
ら
の

見
学
に
な
り
ま
し
た
が
、
至
る

所
で
”
立
ち
入
り
禁
止
区
域
”

の
ロ
ー
プ
が
張
ら
れ
て
い
た
り
、

朽
ち
果
て
た
空
き
家
も
多
数
残
っ

て
お
り
、
”
目
に
見
え
な
い
”

放
射
能
汚
染
の
恐
ろ
し
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。

避
難
指
示
前
と
２
０
２
３
年
１

月
現
在
の
住
民
居
住
率
は
樽
葉

町
64
・
４
％
、
浪
江
町
で
は
僅

か
12
・
４
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
も
機
会
が
あ
り
ま
し

た
ら
是
非
「
伝
言
館
」
（
福
島

県
双
葉
郡
樽
葉
町
大
字
大
谷
字

西
代
58―

４
）
に
行
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

（
記

大
会
代
議
員
Ｕ
）
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■

今
後
の
予
定

■

10
月
４
日（
金
）単
一
労
働
組
合
協
議
会

幹
事
会

10
月
10
日（
木
）労
働
会
館
入
居
団
体
会

議
＆
防
災
訓
練

10
月
13
日（
日
）小
牧
平
和
県
民
集
会

（
小
牧
市
之
久
田
中
央
公
園
）

10
月
23
日（
水
）日
本
ア
ク
リ
ル
支
部
都

労
委

10
月
28
日（
月
）愛
知
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
学

園
団
体
交
渉
④

11
月
３
日（
日
）愛
知
県
民
の
集
い
（
名

古
屋
市
公
会
堂
）

編
集
後
記

定
期
大
会
も
無
事
終
了
し
、
新
た
な
年

度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
前
期
は
６

月
号
が
準
備
不
足
で
未
発
行
。
今
期
は

月
１
回
発
行
す
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
ま
す
。

今
年
は
イ
ギ
リ
ス
で
政
権
交
代
が
あ
り

労
働
党
が
首
相
を
輩
出
。
フ
ラ
ン
ス
や

ド
イ
ツ
の
総
選
挙
で
は
極
右
と
称
す
る

政
党
が
躍
進
。
ア
メ
リ
カ
で
は
11
月
に

大
統
領
選
挙
。
ト
ラ
ン
プ
だ
け
は
困
り

者
で
す
。
日
本
で
も
総
選
挙
が
あ
り
そ

う
。
世
界
は
ど
う
な
る
か
？
（
Ｕ
）


